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「令和３年鹿屋市成人式のオンライン開催」と「無病息災を願う鬼火焚き」の様子

コロナを吹き飛ばせ！！
無病息災を願う鬼火焚き
の様子（池園町内会）

実行委員長：岩元　朱李さん（中央）
誓いの言葉：酒井　連さん（左）　森田　つぐみさん（右）

令和３年鹿屋市成人式オンライン開催令和３年鹿屋市成人式オンライン開催
　令和３年鹿屋市成人式は、新型コロナウイルス感染症の　令和３年鹿屋市成人式は、新型コロナウイルス感染症の
発生状況を考慮し、新成人を一堂に会しての式典は行わず、発生状況を考慮し、新成人を一堂に会しての式典は行わず、
お祝いメッセージ等のオンライン開催で行われました。お祝いメッセージ等のオンライン開催で行われました。



令和 3年１月 28日 市 議 会 だ よ り 60号

2

 
年
頭
に
あ
た
っ
て

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
よ
り
本
市
議
会
に
対
し
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
や
７
月
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
皆
様

も
様
々
な
制
約
や
我
慢
の
中
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
ご
不
便
や
ご
負
担
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も

の
で
あ
る
と
大
変
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曽
有

の
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
践
や
適
切
な
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、「
第
三
次
鹿
屋
市
議
会

改
革
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
議
会
改
革
を
進
め
る

な
ど
、
議
会
活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
皆
様
の
安

全
と
安
心
を
守
る
た
め
、
本
市
施
策
等
の「
議
決
機
関
」

と「
監
視
機
能
」
と
し
て
の
役
割
を
遂
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
私
ど
も
議
員
一
同
、
鹿
屋
市
政
発
展
の
た
め
、
決

意
を
新
た
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
支
援

と
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　（
全
会
一
致
認
定
）

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
い

た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
の

認
定
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
長

に
よ
る
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報

告
後
に
採
決
し
た
結
果
、
全
会
一

致
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
５
８
１
億
６
千
４
１

０
万
２
３
１
円
、
歳
出
は
、
５
５

３
億
９
千
８
５
５
万
５
千
８
６
５

円
で
、
差
し
引
き
形
式
収
支
２
７

億
６
千
５
５
４
万
４
千
３
６
６
円

の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
形
式
収
支

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
、
５
億
６
千
４
６
５
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
２
２
億

８
９
万
４
千
３
６
６
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

※
決
算
の
剰
余
金
に
つ
い
て

　
翌
年
度
以
降
に
、
法
令
に
基
づ

き
基
金
積
立
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

各
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

決
算
認
定
議
案

12
月
定
例
会

議　長　花牟礼　薫

副議長　永山　勇人

令和元年度一般会計及び特別会計決算令和元年度一般会計及び特別会計決算
原 案 認 定原 案 認 定

12月定例会が開催されました
　令和２年12月定例会は、11月27日から12月17日までの21日間の会期で開催しました。

　今定例会では、９月定例会で継続審査となっていた令和元年度一般会計及び特別会計決算等の認

定議案７件を認定したほか、令和２年度鹿屋市一般会計補正予算（第９号及び第10号）議案、公の施

設の指定管理者の指定議案など41件（うち報告１件）を審議し、いずれも原案可決、承認、同意とし

ました。
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▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て（

全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
下
水
道

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
元
年
度
鹿
屋
市
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
可
決
及
び
認
定
）

令和元年度 各会計別決算 （単位：円）

会　計　名 歳　入 歳　出

一般会計 58,164,100,231 55,398,555,865

国民健康保険事業特別会計 11,725,666,521 11,474,623,122

後期高齢者医療特別会計 1,250,380,258 1,239,763,667

介護保険事業特別会計 11,264,011,032 11,098,907,646

公共下水道事業特別会計 1,002,541,735 926,472,604

下水道特別会計 74,010,444 68,830,245

水道事業会
計予算

（消費税込）

収益的 1,804,172,184 1,468,655,478

資本的 33,869,829 627,328,880

歳  入
581億
6,410万
231円

581億
6,410万
231円

553億
9,855万
5,865円

553億
9,855万
5,865円

歳  出

歳  入

歳  出

（市税内訳） ※1
市　民　税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入　湯　税

※2
使用料及び手数料、
寄付金 など

※3

47億1,914万8,763円
47億7,838万5,481円
4億914万7,546円
7億1,699万3,160円
4億4,115万1,651円

16万2,300円

依存財源
地方交付税
国庫支出金
市　　　債
県 支 出 金
そ の 他

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

353億6,163万8,401円
128億1,972万6,000円
91億671万5,196円
43億2,240万円

59億6,012万9,689円
31億5,266万7,516円

2億9,697万3,999円

54億990万5,428円

209億5,699万2,983円

27億6,104万6,751円

5,808万8,165円

56億4,603万1,022円

8億7,132万4,879円

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費
諸 支 出 金

30億7,359万2,570円

14億1,489万4,311円

60億194万3,142円

7億1,321万415円

42億925万4,200円
39億8,529万8,000円

地方譲与税、地方消費
税交付金、国有提供施
設等所在市町村助成
交付金 など

自主財源
市　税
繰入金
繰越金
その他

228億246万1,830円
110億6,498万8,901円
47億9,627万4,496円
25億6,367万777円
43億7,752万7,656円 自主

  財源

市税
　※1

総務費

民生費

衛生費衛生費
労働費

農林
水産業費
農林
水産業費

繰入金

繰越金

その他
　 ※2

その他
　 ※3県支出金

市債

国庫
 支出金

地方
 交付税

依存
  財源

商工費 災害復旧費

教育費

消防費消防費

土木費土木費

公債費公債費

議会費

諸支出金諸支出金

形式収支　2,765,544,366円 実質収支　2,200,894,366円
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▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
県
補
助
の
決
定
を
受
け
て
実
施

す
る
事
業
や
事
業
進
捗
上
、
早
急

に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
事
業
を

中
心
に
編
成

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

の
主
な
事
業

○
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付

金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
返
礼
に
要
す
る
経
費
等

を
計
上
し
、
本
市
の
認
知
度
向

上
と
寄
付
額
の
増
加
に
よ
る
地

域
の
産
業
振
興
を
図
る
も
の
。

２
億
７
千
９
３
４
万
７
千
円

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
補
助
の
決
定
を
受
け
て
早
急

に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
事
業

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

の
事
業

○
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
ひ
と
り
親

世
帯
の
生
活
が
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
等
に
、

一
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降

は
一
人
に
つ
き
３
万
円
を
加
算

し
て
給
付
す
る
も
の
。

１
億
３
１
１
万
３
千
円

○
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総

合
支
援
交
付
金
事
業

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
株
式
会
社
第
一
鹿
屋

青
果
地
方
卸
売
市
場
の
被
災
施

設
の
復
旧
を
支
援
す
る
も
の
。

８
２
０
万
８
千
円

○
道
路
整
備
事
業
（
２
号
水
道
線

道
路
改
築
工
事
外
）

　
工
事
の
発
注
・
施
工
時
期
が

年
度
末
等
に
集
中
し
な
い
よ
う

平
準
化
を
図
る
た
め
、
ゼ
ロ
債

務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

４
千
１
０
０
万
円

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
若
松
　
隆
夫
　
　（
同
意
）

　
　
永
野
し
の
ぶ
　
　（
同
意
）

　
　
岩
﨑
　
隆
夫
　
　（
同
意
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
　
早
川
　
雅
子
　
　（
同
意
）

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
　
末
吉
　
広
美
　
　（
同
意
）

（
可
決
と
し
た
も
の
）

▽
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
早
期
究

明
を
求
め
る
意
見
書

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
生
産

者
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
官
民
学
一
体
と

な
り
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
早
期

究
明
に
向
け
て
取
組
を
強
化
さ
れ

る
よ
う
求
め
る
も
の

議
会
運
営
委
員
会

▽
次
期
議
会
の
議
会
運
営
に
関
す

る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問
に
関

す
事
項
に
つ
い
て

補
正
予
算
関
係

閉
会
中
の
継
続
調
査

人

事

案

件

意

見

書

（議会運営委員会の様子）
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〇
文
教
福
祉
委
員
会

▽
鹿
屋
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
負
担
が

な
い
制
度
（
現
物
給
付
）
の
対
象

者
は
何
人
程
度
増
え
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
約
８
０
０
人

だ
っ
た
対
象
者
が
、
小
・
中
学
生

で
約
１
千
１
０
０
人
、
高
校
生
ま

で
が
約
３
０
０
人
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
約
２
千
２
０
０
人
に
増
加

す
る
。

▽
鹿
屋
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
の
公
募
を
か
け
て

も
１
社
し
か
応
募
が
な
い
の
は
問

題
で
は
な
い
か
。

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
問
合
せ

等
は
今
回
の
指
定
管
理
候
補
者
以

外
の
事
業
者
か
ら
も
あ
っ
た
が
、

実
際
に
応
募
が
あ
っ
た
の
は
１
社

で
あ
っ
た
。

〇
予
算
委
員
会

▽
令
和
２
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
返
礼

品
に
関
わ
っ
て
い
る
事
業
者
数
は

ど
の
程
度
か
。

　

現
在
、
79
事
業
者
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
青
果
市
場
へ
の
復
旧
支

援
を
行
う
「
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
」
に
つ

い
て
、
被
害
総
額
及
び
補
助
対
象

経
費
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

　

被
害
総
額
に
つ
い
て
は
、
７

千
１
８
５
万
２
千
円
で
、
う
ち
補

助
対
象
経
費
が
２
千
４
６
２
万
４

千
円
に
な
る
。

〇
市
民
環
境
委
員
会

▽
鹿
屋
市
神
野
地
区
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

一
部
の
施
設
で
は
利
用
者
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
統
廃

合
を
含
め
た
検
討
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
規
模
、
設
備
及
び

利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
、
利
用
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
た
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

町
内
会
長
を
交
え
、
さ
ら
に
協
議
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

〇
産
業
建
設
委
員
会

▽
鹿
屋
市
特
定
用
途
制
限
地
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

制
限
を
設
け
る
こ
と
で
、
土

地
の
評
価
が
下
が
る
な
ど
、
固
定

資
産
税
に
影
響
は
あ
る
の
か
。

　

既
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
の
住
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
特
定
の
建
築
物
の
制
限
を
行

う
も
の
で
あ
り
、
今
す
ぐ
に
、
土

地
の
評
価
等
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
。

▽
鹿
屋
市
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　

過
去
の
災
害
に
よ
り
被
害
の

あ
っ
た
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
。　

過
去
の
災
害
に
よ
り
被
害
の

あ
っ
た
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
つ
い
て

は
、
森
林
管
理
署
と
継
続
し
て
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
取
り
壊
す
に

し
て
も
予
算
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

現
在
で
は
、
既
存
の
部
分
だ
け
を

利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〇
総
務
委
員
会

▽
鹿
屋
市
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

計
画
期
間
が
５
年
間
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
合
併
特
例
債

の
発
行
上
限
額
等
に
つ
い
て
要
望

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

合
併
特
例
債
の
発
行
上
限
額

が
約
３
２
２
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
計
画
の
延
長
に
伴
う
額
の

変
更
は
な
い
。
令
和
元
年
度
ま
で

の
発
行
額
は
約
１
９
３
億
円
で
あ

り
、
上
限
額
の
範
囲
内
で
、
当
該

計
画
に
掲
載
し
た
事
業
に
計
画

的
、
効
率
的
に
活
用
し
た
い
。

　

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る

事
業
と
活
用
で
き
な
い
事
業
で
格

差
が
生
じ
な
い
か
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る

事
業
は
、
当
該
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
事
業
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
合
併
特
例
債
を
充
当
で
き
な

い
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の

国
庫
支
出
金
、
過
疎
債
な
ど
の
起

債
を
有
効
に
活
用
し
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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１２月定例会　その他の主な上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　果

（※施行日）

鹿屋市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部改正
について

令和２年人事院勧告を踏まえ、議会議員の期末
手当の支給割合を改定するもの

全会一致可決
（令和３年４月１日）

鹿屋市特別職の給与に関する条例
の一部改正について

令和２年人事院勧告を踏まえ、特別職の期末手
当の支給割合を改定するもの

全会一致可決
（令和３年４月１日）

鹿屋市職員の給与に関する条例及
び鹿屋市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部改正につ
いて

令和２年人事院勧告等に基づき、一般職の期末
手当の支給割合を改定するとともに、一般職の
任期付職員の期末手当の支給割合を改定するも
の

全会一致可決
（令和３年４月１日）

鹿屋市税外収入金に係る督促手数
料及び延滞金徴収条例の一部改正
について

地方税法の一部改正に伴い、当該条例の規定の
整理を行うもの

全会一致可決

（令和３年１月１日）

鹿屋市子ども医療費助成に関する
条例の一部改正について

子ども医療費助成について、医療機関等の窓口
負担がない制度の対象者を住民税非課税世帯の
未就学児から高校生までに改めるもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市介護保険条例の一部改正に
ついて

地方税法の一部改正に伴い、当該条例の規定の
整理を行うもの

全会一致可決
（令和３年１月１日 )

鹿屋市国民健康保険税条例の一部
改正について

地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保
険税の減額に係る所得の基準の引上げなど所要
の規定の整理を行うもの

全会一致可決

（令和３年１月１日 )

鹿屋市後期高齢者医療に関する条
例の一部改正について

地方税法の一部改正に伴い、当該条例の規定の
整理を行うもの

全会一致可決

（令和３年１月１日 )

鹿屋市特定用途制限地域内におけ
る建築物の制限に関する条例の制
定について

建築基準法第 49 条の２の規定に基づき、都市
計画法第８条第１項第２号の２に掲げる特定用
途制限地域内における建築物の用途の制限につ
いて必要な事項を定めるもの

全会一致可決
（都市計画の決定

の告示の日）

鹿屋市一般住宅条例の一部改正に
ついて

一般住宅を現入居者に譲渡するため、大鹿団地
を用途廃止するもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市公共下水道事業受益者負担
金条例の一部改正について

地方税法の一部改正に伴い、当該条例の規定の
整理を行うもの

全会一致可決

（令和３年１月１日 )

鹿屋市公共下水道事業分担金条例
の一部改正について

地方税法の一部改正に伴い、当該条例の規定の
整理を行うもの

全会一致可決

（令和３年１月１日 )

鹿屋市新市まちづくり計画の変更
について

東日本大震災等に伴う合併市町村に係る地方債
の特例に関する法律の一部改正により、合併特
例債を起こすことができる期間が延長されたこ
とに伴い、鹿屋市新市まちづくり計画の一部を
変更するもの

全会一致可決

※施行日については、条例改正等の施行日を参考掲載しています。
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指定管理者の指定議案・採決結果
施　設　名 指定管理者 指定期間 結果

大隅広域夜間急病センター 公益社団法人 鹿屋市医師会

令和３年４月１日から

令和６年３月31日まで

（３年間）
全
会
一
致
可
決

鹿屋市高隈グリーンカントリー 大隅湖観光管理組合

鹿屋市大姶良運動広場 大姶良東町内会

鹿屋市西俣運動広場 飯隈町内会

鹿屋海浜公園、鹿屋市浜田運動広場 浜田町内会

高千穂公園 花岡町内会

城山多目的広場 上谷町内会

輝北ダム仮屋公園 高尾町内会

〇鹿屋市吾平ふれあいセンター
神野地区、鶴峰東地区、鶴峰中地区、
鶴峰西地区、吾平中央東地区、吾平中
央町地区、吾平中央西地区、吾平中央
麓地区、下名東地区、下名西地区
〇鹿屋市吾平生活改善センター
神野地区、鶴峰地区、吾平地区、下名
地区

美里吾平コミュニティ協議会

鹿屋市立図書館 株式会社 図書館流通センター 令和３年４月１日から

令和８年３月31日まで

（５年間）
鹿屋市文化会館
鹿屋市王子遺跡資料館 株式会社 まちづくり鹿屋

議　案　名 概　　　要 結　果
（※施行日）

鹿児島県市町村総合事務組合を組
織する地方公共団体の数の減少及
び同組合規約の変更について

大島農業共済事務組合の解散に伴い、鹿児島県
市町村総合事務組合規約の一部変更について関
係地方公共団体に協議があったもの

全会一致可決

和解について
和解について、地方自治法第 96 条第１項第
12 号の規定により議会の議決を求めるもの

（市道及び市有林の崩壊で土砂が民有地に流入
したことによる土砂撤去に係る和解）

全会一致可決

和解について

和解について、地方自治法第 96 条第１項第
12 号の規定により議会の議決を求めるもの

（湯遊ランドあいらの施設設備の不備等により
燃料費及び人件費が増加したことによる損失に
係る和解）

全会一致可決

字の区域変更について
県営中山間地域総合整備事業の施行に伴い、輝
北町上百引地区の一部の字界を変更する必要が
生じたので、地方自治法第 260 条第１項の規
定により、議会の議決を求めるもの

全会一致可決

財産（物品）の取得について
学習用タブレットを取得するため、鹿屋市議会
の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分
に関する条例第３条の規定により議会の議決を
求めるもの

全会一致可決

※施行日については、条例改正等の施行日を参考掲載しています。
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①

　

ト
イ
レ
洋
式
化
率
の
平
均

値
、
中
央
値
と
一
番
低
い
学
校
の

数
値
を
示
さ
れ
た
い
。

　

小
学
校
で
平
均
値
37
・
７
％
、

中
央
値
33
・
３
％
、
一
番
低
い
学

校
で
９
・
７
％
で
あ
り
、
中
学
校

で
平
均
値
41
・
１
％
、
中
央
値

41
・
５
％
、
一
番
低
い
学
校
で

12
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

空
調
、
段
差
、
廊
下
結
露
、

外
壁
、
照
明
等
の
改
善
要
望
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
の
整
備
計
画

を
示
さ
れ
た
い
。

　

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
含
め
、

現
在
策
定
中
の
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
お
い
て
整
備
を
行
い
、

来
年
度
以
降
、
計
画
的
な
施
設
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

防
災
行
政
無
線
の
情
報
提
供

要
請
だ
け
で
は
な
く
、
写
真
を
載

せ
ら
れ
る
「
か
の
や
ラ
イ
フ
」
等

も
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

平
成
31
年
か
ら
か
の
や
ラ
イ

フ
を
活
用
し
た
捜
索
を
行
っ
て
お

り
、
手
配
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程

度
の
個
人
情
報
を
公
表
す
る
か
意

思
確
認
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
、
防
災
行
政
無
線
、
消
防

団
に
よ
る
捜
索
活
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
届
出
人
の

意
向
に
沿
っ
た
手
段
を
用
い
て
捜

索
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

該
当
者
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
索
機

器
の
貸
し
出
し
案
内
は
逐
次
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
か
の
や
に
お
け
る
認
知
症
特

集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
へ
の

出
前
講
座
、
介
護
者
向
け
の
介
護

教
室
な
ど
を
通
し
て
必
要
な
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
に

つ
い
て

②

　

青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
取
組

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

か
の
や
紅
は
る
か
と
し
て
商

標
登
録
を
す
る
と
と
も
に
、
市
独

自
の
認
証
制
度
、
さ
ら
に
、
高
い

レ
ベ
ル
の
生
産
を
行
う
事
業
者
を

対
象
に
、
か
の
や
紅
は
る
か
プ
レ

ミ
ア
ム
認
証
制
度
を
創
設
し
、
第

三
者
認
証
の
取
得
や
キ
ュ
ア
リ
ン

グ
施
設
を
備
え
た
集
出
荷
施
設
の

整
備
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ
を
輸
出

品
目
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

ア
ジ
ア
を
中
心
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、

国
や
県
も
重
点
品
目
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
今
後
、
販
路
の
拡

大
を
進
め
る
た
め
、
商
社
や
バ
イ

ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
農
家
所

得
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一　般　質　問
　12月定例会では、19人の議員から市政全般に関する一般質問が行われました。

　誌面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容については鹿屋

市議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

①新保　秀美	 ②松本　辰二	 ③柴立　豊子	 ④岡元　浩一	 ⑤市來　洋志

⑥田辺　水哉	 ⑦東　　秀哉	 ⑧福﨑　和士	 ⑨今村　光春	 ⑩吉岡　鳴人

⑪時吉　茂治	 ⑫原田　　靖	 ⑬中馬美樹郎	 ⑭近藤　善光	 ⑮西薗美恵子

⑯岩松　近俊	 ⑰米永　淳子	 ⑱児玉美環子	 ⑲繁昌　誠吾

※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。

　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

新保  秀美
議員

（政伸クラブ）

松本  辰二
議員

（政伸クラブ）

学
校
設
備
整
備
に
つ
い
て

農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

行
方
不
明
者
に
つ
い
て
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Ｋ
Ｃ
‐
１
３
０
部
隊
の
鹿
屋

基
地
・
グ
ア
ム
で
の
訓
練
及
び
運

用
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
関

す
る
協
定
書
に
基
づ
く
離
着
陸
訓

練
、
地
上
給
油
訓
練
、
荷
下
ろ
し

訓
練
以
外
は
実
施
さ
れ
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
に
お
い
て
空
中
給
油
機
訓
練

の
受
入
れ
の
撤
回
は
考
え
て
い
な

い
。　

キ
ー
ン
ソ
ー
ド
21
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

今
回
の
訓
練
に
伴
う
住
民
説

明
会
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、
九

州
防
衛
局
か
ら
提
供
を
受
け
た
情

報
に
つ
い
て
は
、
基
地
関
係
連
絡

協
議
会
の
委
員
や
報
道
機
関
等
に

随
時
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、

市
民
へ
の
周
知
も
行
っ
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
学
校
教
育
の
中
で
の
主
権
者
教

育
に
つ
い
て

③

　

プ
ラ
ご
み
は
燃
や
し
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
回
収
し
て
い
る
が
、
燃

や
さ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
か
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
再
利
用
に

適
し
て
い
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
は
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す

る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
適
正

な
分
別
収
集
を
行
い
、
環
境
負
荷

を
考
慮
し
た
廃
棄
物
処
理
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　
国
会
で
気
候
非
常
事
態
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
が
、
本
市
で
も
宣

言
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　

気
候
非
常
事
態
宣
言
は
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
も
の

で
あ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
念
や
内

容
に
つ
い
て
議
論
し
た
上
で
判
断

し
て
ま
い
り
た
い
。

　

食
品
ロ
ス
の
現
状
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。

　

昨
年
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、国
が
中
心
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス

削
減
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
市
の
令
和
元
年
度
の

家
庭
か
ら
の
食
品
廃
棄
物
は
５,

８
９
５
ト
ン
、
う
ち
食
品
ロ
ス
は

２,
０
５
７
ト
ン
と
推
計
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

「
使
い
キ
リ
」や「
食
べ
キ
リ
」、

「
水
キ
リ
」
に
取
り
組
む
３
キ
リ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
宴
会
時
に
お
い

て
最
初
と
最
後
に
料
理
を
楽
し
む

時
間
を
設
け
る
３
０
１
０（
さ
ん

ま
る
い
ち
ま
る
）
運
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
掲
げ
る
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
食
品
ロ
ス
を
半
減
さ
せ
る
と
い

う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市

民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

④

　

市
長
の
残
る
任
期
の
中
で
の

課
題
及
び
解
決
策
は
何
か
。

　

公
約
の
実
行
や
地
域
課
題
の

解
決
を
図
る
た
め
、
産
業
振
興
を

は
じ
め
市
民
生
活
、
教
育
・
文
化

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
お
い

て
様
々
な
取
組
を
進
め
て
お
り
、

「
鹿
屋
市
の
発
展
な
く
し
て
大
隅

の
発
展
は
な
い
」
と
い
う
認
識
の

下
、
地
域
全
体
の
浮
揚
発
展
に
つ

な
が
る
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
、
関
係
市
町
と
一
体
と
な
っ

て
大
隅
全
体
の
活
性
化
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

て
の
課
題
と
解
決
策
を
示
さ
れ
た

い
。　

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費

の
増
大
や
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
中
、
な
お
一
層
歳
入
歳
出
両
面

か
ら
行
財
政
改
革
に
徹
底
し
て
取

り
組
み
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
て
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

星
塚
敬
愛
園
の
今
後
に
つ
い

て
、
人
権
、
建
造
物
等
の
保
存
、

職
員
の
将
来
等
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
実
現
し
て
い
く
か
。

　

敷
地
の
利
活
用
や
建
造
物
の

保
存
等
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
で

検
討
を
行
う
新
た
な
場
を
設
置
し
、

施
設
の
維
持
と
職
員
の
雇
用
に
つ

い
て
は
、
園
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
国
に
要
望
を
続
け
、
維
持
、
確

保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
と
も
将
来
構
想
に
基
づ
い

て
入
所
者
が
平
穏
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
自
治
会
や
敬
愛
園
、
関

係
機
関
等
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

岡元  浩一
議員

（会派 至誠・公明）

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

気
候
危
機
に
つ
い
て

市
長
の
政
策
実
現
状
況
と
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
施
策
及
び
財
政

予
測
に
つ
い
て

米
軍
の
訓
練
に
つ
い
て

国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園
の
将

来
構
想
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て



令和 3年１月 28日 市 議 会 だ よ り 60号

10

⑦

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。

　

申
請
交
付
手
続
窓
口
の
時
間

延
長
や
日
曜
日
の
開
設
、
交
付
申

請
に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮
影
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
の
手
続
支

援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
窓
口
を

増
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
、

「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
」
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
拡
充
や
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
な
ど
の
推
進

や
人
材
の
育
成
・
確
保
に
努
め
、

現
在
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
電
子
決
済

等
の
導
入
を
進
め
る
「
鹿
屋
市
役

所
ス
マ
ー
ト
化
計
画
」
の
策
定
に

つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
新
た
な

組
織
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

お
り
、
今
後
も
、
自
然
の
家
と
連

携
し
な
が
ら
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
自
然
の
家
の
利
用
を
促
進

す
る
取
組
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

現
在
、
本
市
で
は
く
る
り
ん

バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
委
託
し
て
い
る
が
、
今
後
の
市

民
の
生
活
移
動
手
段
を
ど
う
確
保

し
、
利
便
性
を
高
め
る
の
か
。

　

バ
ス
事
業
者
に
お
け
る
運
転

手
不
足
に
よ
り
、
く
る
り
ん
バ
ス

拡
大
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
利
用

促
進
に
よ
る
路
線
の
維
持
に
努

め
、
利
用
者
数
の
改
善
が
見
込
め

な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
減
便
や

路
線
廃
止
も
含
め
、
需
要
規
模
に

応
じ
た
交
通
手
段
に
つ
い
て
検
討

し
、
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
に

よ
る
買
物
支
援
や
通
所
付
添
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
い
っ
た
民
間
主
体

の
移
動
支
援
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
地
域
が
主
体
と
な
る
移
動

手
段
も
踏
ま
え
た
取
組
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
債
発
行
に
つ
い
て

⑥

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
駐
車
場
が

少
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
便
性
か
ら
駐

車
場
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

大
規
模
大
会
や
各
種
競
技
大

会
の
開
催
が
重
な
っ
た
場
合
に
は

駐
車
場
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
事
前
に
各
大
会
等
の
主
催

者
に
駐
車
場
の
状
況
を
伝
え
、
協

力
を
お
願
い
し
て
お
り
、
現
在
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
や
苦
情
は
届

い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
駐
車
場

整
備
の
計
画
は
な
い
。

　

国
立
青
少
年
自
然
の
家
は
鹿

屋
体
育
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ん

で
合
宿
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
本
市
と
の
連
携

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
入
や
オ

ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
の
場
な
ど
行
っ
て

　

全
国
大
会
等
出
場
予
定
だ
っ

た
選
手
・
団
体
に
対
し
、
競
技
発

展
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
等
の

た
め
、
市
長
表
彰
等
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

県
に
お
い
て
は
か
ご
し
ま
国

体
の
県
代
表
候
補
選
手
に
認
定
証

を
授
与
し
て
お
り
、
本
市
に
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
自
転
車
、
ボ
ー
ト
、

ボ
ク
シ
ン
グ
等
に
お
い
て
国
体
の

代
表
候
補
選
手
が
い
る
こ
と
か

ら
、
来
年
１
月
の
稽
古
始
め
式
に

お
い
て
表
彰
を
実
施
し
、
周
知
を

図
る
場
を
設
け
た
い
。

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
、
障
が
い
者
支
援
施
設
と
の
連

携
を
含
め
、
推
進
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　

今
年
度
は
町
内
会
や
小
中
学

校
で
競
技
用
車
い
す
で
の
ス
ラ

ロ
ー
ム
や
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑤

　

次
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
３
年
度
は
大
幅
な
税
収

減
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
選
択

と
集
中
に
よ
り
限
ら
れ
た
資
源
を

効
果
的
に
活
用
し
、
第
２
次
鹿
屋

市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
「
ひ
と
が
元
気
、
ま
ち
が
元
気
、

未
来
に
つ
な
が
る
健
康
都
市
か
の

や
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策
事
業

を
引
き
続
き
推
進
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
実
施
で

き
な
か
っ
た
事
業
等
の
次
年
度
の

予
算
編
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。　

予
算
執
行
等
の
状
況
に
関
わ

り
な
く
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
証
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
資
す

る
事
業
に
優
先
的
に
予
算
を
配
分

し
、
成
果
が
見
込
め
な
い
事
業
は

縮
小
廃
止
等
を
検
討
す
る
。 市來  洋志

議員
（会派　創生）

田辺  水哉
議員

（政経・未来）

東　 秀哉
議員

（政伸クラブ）

新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
つ
い
て

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
表
彰

と
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

に
つ
い
て
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串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い

て
、
外
壁
が
黒
ず
ん
で
見
た
目
が

悪
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
外
壁
の

手
入
れ
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

外
壁
に
つ
い
て
は
、
一
部
が

黒
ず
ん
で
い
る
が
、
施
設
利
用
や

維
持
管
理
に
関
し
て
特
に
影
響
も

出
て
お
ら
ず
、
３
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
建
築
基
準
法
の
規
定
に

基
づ
く
特
殊
建
築
物
等
の
定
期
検

査
の
結
果
で
も
、
改
善
の
指
摘
は

受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
外
壁

の
改
修
に
つ
い
て
緊
急
性
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
利
用
者
の

安
全
で
快
適
な
施
設
環
境
の
維
持

管
理
と
併
せ
て
、
串
良
平
和
ア

リ
ー
ナ
の
長
寿
命
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

　

教
育
委
員
会
へ
の
い
じ
め
の

相
談
件
数
と
そ
の
対
応
、
学
校
か

ら
の
い
じ
め
の
報
告
件
数
と
そ
の

対
応
を
示
さ
れ
た
い
。
　

保
護
者
か
ら
教
育
委
員
会
へ

の
相
談
件
数
は
８
件
で
あ
り
、「
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
児
童
生
徒
を
守

り
通
す
」
と
い
う
姿
勢
の
下
、
保

護
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
学
校
へ

の
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
か
ら
の
報
告
件
数
は
、
小

学
校
１
６
３
件
、
中
学
校
86
件
で

あ
り
、
主
な
事
例
等
は
毎
月
集
約

し
、
迅
速
で
組
織
的
な
取
組
や
解

決
後
の
見
届
け
な
ど
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

行
っ
て
い
る
取
組
を
示
さ
れ
た
い
。

　

４
月
と
９
月
に
「
い
じ
め
問

題
を
考
え
る
週
間
」
を
設
定
し
、

「
学
校
楽
し
ぃ
ー
と
」
に
よ
る
実

態
調
査
、
い
じ
め
問
題
を
主
題
と

し
た
道
徳
の
授
業
を
行
い
、
ま
た
、

更
生
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
を
、
全
小
中
学
校
で
年
間
６

回
以
上
実
施
し
て
い
る
。

⑨

　

農
地
が
原
野
化
し
て
お
り
、

未
だ
土
側
溝
で
あ
る
が
、
整
備
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

宮
下
・
鶴
亀
地
区
の
土
側
溝

は
、
国
道
２
２
０
号
線
宮
下
交
差

点
よ
り
東
側
へ
約
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
両
側
に
位
置
し
、
国
道
２
2

０
号
線
、
県
道
73
号
線
、
一
級
市

道
有
里
線
の
主
要
な
道
路
が
交
わ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
農
業
振
興

地
域
区
域
外
と
な
っ
て
お
り
、
農

業
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
の
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一

部
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
地
権

者
や
周
辺
住
民
よ
り
改
善
に
向
け

た
請
願
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

本
年
度
、
現
地
調
査
や
当
該
町
内

会
長
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
地
権
者
の
土

地
利
用
の
考
え
方
を
聞
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑧

　

戦
後
75
年
平
和
企
画
展
が
開

催
さ
れ
た
が
、
資
料
等
を
常
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

戦
跡
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

や
戦
災
遺
品
等
多
く
収
蔵
し
て
い

る
が
、
常
設
展
示
を
行
う
に
は
、

ス
ペ
ー
ス
確
保
や
収
蔵
品
の
分
析
、

展
示
の
方
法
、
遺
品
の
劣
化
防
止

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　

基
地
資
料
館
に
は
世
界
に
１

機
し
か
現
存
し
な
い
実
機
「
二
式

大
艇
」
が
野
外
展
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
の
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
や
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

等
を
制
作
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
等
の
制
作
予
定
は
な
い
が
、
非

常
に
貴
重
な
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
基
地
資
料
館
と
連
携
し
、
戦

跡
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
、
合
併

浄
化
槽
利
用
者
の
経
費
負
担
と
の

整
合
性
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

公
営
企
業
は
、
料
金
収
入
を

も
っ
て
経
営
を
行
う
独
立
採
算
制

を
基
本
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
共
下
水
道
事
業
の
汚
水
処

理
に
要
し
た
費
用
を
下
水
道
使
用

料
で
除
し
た
経
費
回
収
率
が
70
％

で
は
、
将
来
に
わ
た
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
使
用
料

の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
使
用
料
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、

経
費
回
収
率
１
０
０
％
を
目
指
し

つ
つ
、
他
自
治
体
と
の
料
金
の
比

較
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
費
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
使
用
料
と

の
整
合
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
令

和
３
年
度
以
降
に
具
体
的
な
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
大
隅
定
住
自
立
圏
の
取
組
に
つ

い
て

今村  光春
議員

（会派　創生）

福﨑  和士
議員

（会派 至誠・公明）

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

学
校
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て

串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て

戦
跡
な
ど
を
活
用
し
た
本
市
Ｐ

Ｒ
事
業
に
つ
い
て

宮
下
・
鶴
亀
地
区
の
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
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マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

「
農
林
水
産
業
の
挑
戦
」
の
成
果

と
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
、
基
本

姿
勢
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

「
か
の
や
ア
グ
リ
起
業
フ
ァ

ー
ム
推
進
室
」
の
設
置
や
農
業
を

担
う
人
づ
く
り
、
農
地
の
集
積
・

集
約
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
農
業
に
関
す
る
計
画

等
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
し
な
が

ら
、
生
産
基
盤
の
充
実
、
強
化
や
、

農
作
物
の
高
付
加
価
値
な
ど
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

令
和
４
年
度
開
催
の
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
へ
の
出
品
対
策
と

機
運
醸
成
に
向
け
た
対
策
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　

指
導
員
の
目
ぞ
ろ
い
と
生
産

者
の
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、
集
合
審
査
会
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
一
層
の
出
品
意
欲
と

気
運
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
で
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
広

報
周
知
な
ど
に
よ
り
、
鹿
児
島
大

会
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
う
ち
45
件
は
、
既
に
３
世
代

同
居
で
あ
っ
た
世
帯
か
ら
の
申
請

で
あ
り
、
現
状
で
は
新
た
な
空
き

家
の
発
生
防
止
と
の
関
連
性
は
薄

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
事
業
の
効
果
を
検
証
し
て
ま

い
り
た
い
。
　

　
補
助
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
申
請
者
と
の
不
公
平

感
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て

も
、
約
９
割
の
方
が
「
満
足
し
て

い
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

空
家
対
策
は
安
全
安
心
課
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
建
築
住
宅
課

の
所
管
で
あ
る
が
、
横
の
連
携
を

と
れ
ば
効
率
的
に
執
行
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　

本
事
業
は
空
き
家
の
購
入
予

定
者
も
補
助
対
象
と
し
て
る
が
、

本
年
度
か
ら
、
本
市
に
定
住
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
転
入
す
る
方

も
対
象
と
す
る
補
助
対
象
の
拡
充

を
図
る
な
ど
、
空
き
家
対
策
に
一

定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
関
係
課
と
も
連
携

し
、
空
き
家
発
生
の
抑
制
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

⑫

　

鹿
屋
港
と
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か

ご
し
ま
間
の
旅
客
不
定
期
航
路
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に

し
か
な
い
観
光
素
材
を
生
か
し
た

ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
造
成
に
よ
り
、

ま
ず
は
薩
摩
半
島
在
住
者
の
誘
客

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
と

ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
り
推
進
し

て
い
く
か
。

　

情
報
発
信
や
環
境
整
備
、
着

地
型
観
光
の
磨
き
上
げ
な
ど
株
式

会
社
お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
を

中
心
に
県
や
大
隅
地
域
４
市
５
町
、

関
係
事
業
者
な
ど
と
連
携
を
密
に

し
持
続
可
能
な
観
光
の
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑩

　

令
和
３
年
度
産
に
向
け
た
支

援
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

　

地
域
全
体
へ
の
支
援
（
バ
イ

オ
苗
の
購
入
、消
毒
剤
購
入
支
援
）、

ほ
場
へ
の
支
援
（
堆
肥
や
被
覆
資

材
購
入
や
他
作
物
へ
の
転
換
の
支

援
）、
継
続
栽
培
へ
の
支
援
（
継

続
栽
培
へ
の
定
額
支
援
）
の
３
つ

を
柱
と
し
て
支
援
を
行
う
。

　

生
産
地
域
全
体
で
の
対
応
力

を
高
め
る
た
め
、
対
策
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

国
の
研
究
機
関
や
県
、
市
、

Ｊ
Ａ
、
関
係
団
体
、
生
産
者
で
組

織
す
る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
10

月
に
設
置
さ
れ
た
。

　
今
後
と
も
、
発
生
や
原
因
究
明
、

予
防
・
防
除
方
法
の
確
立
な
ど
、

関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

⑪

　

住
宅
建
築
は
波
及
効
果
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
景
気
対
策
と
し

て
予
算
増
額
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
４
千
万
円

余
り
の
予
算
で
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
申
請
件
数
は
、
毎
年
約

２
０
０
件
で
推
移
し
て
お
り
、
補

助
の
希
望
者
に
対
し
、
現
予
算
の

範
囲
内
で
お
お
む
ね
対
応
で
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

三
世
代
同
居
の
改
修
工
事
に

対
す
る
補
助
率
の
引
上
げ
等
は
、

申
込
件
数
の
増
加
や
空
家
発
生
防

止
に
資
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

３
世
代
同
居
は
、
補
助
率
は

20
％
で
、
補
助
金
額
は
、
子
育
て

世
代
の
上
限
20
万
円
に
一
律
10
万

円
を
加
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
過

去
４
年
間
の
補
助
件
数
は
46
件
で
、

吉岡  鳴人
議員

（会派　黎明）

時吉  茂治
議員

（社民・市民フォーラム）

原田　 靖
議員

（政経・未来）

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

鹿
屋
市
支
え
愛
フ
ァ
ミ
リ
ー
住

宅
改
修
応
援
事
業
の
予
算
増
額

と
空
家
対
策
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て
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多
く
の
方
が
、
駐
車
場
か
ら

市
道
を
横
断
し
て
い
る
現
状
を
改

善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ば
ら
祭
り
や
そ
の
他
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
際
に
は
、
警
備
員
に
よ

る
横
断
歩
道
で
の
誘
導
を
行
っ
て

お
り
、
横
断
歩
道
以
外
か
ら
は
横

断
で
き
な
い
よ
う
、
雑
木
や
誘
導

看
板
を
設
置
し
、
横
断
禁
止
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。

　
昨
年
に
は
道
路
の
路
面
に
減
速

を
促
す
標
示
を
行
う
な
ど
、
注
意

を
払
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
に
お
い
て
も
、
万
全
な
安
全

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

　

霧
島
ヶ
丘
公
園
へ
ま
で
の
道

路
が
狭
く
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

野
里
、
横
山
方
面
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
国
道
２
６
９
号
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
急
勾

配
の
改
善
や
見
通
し
の
悪
い
カ
ー

ブ
の
視
距
改
良
、
ミ
ラ
ー
、
区
画

線
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
横
山
、
高
須
方
面
は
２
車
線

を
有
し
、
野
里
方
面
で
は
、
５
・

５
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
幅
員
が
確
保
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑭

　

霧
島
ヶ
丘
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
二
弾
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
。

　

開
園
以
来
14
年
が
経
過
し
た

か
の
や
ば
ら
園
の
新
た
な
展
開
の

必
要
性
、
未
利
用
地
の
活
用
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ら
な
る
活

性
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
事
業
者
や
市
民
を
交

え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

霧
島
ヶ
丘
公
園
の
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

霧
島
ヶ
丘
公
園
は
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
公
園
や
観
光
交
流
拠

点
で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
も
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広

域
か
ら
誘
客
で
き
る
魅
力
的
な
観

光
拠
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
現

状
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

本
年
10
月
の
勤
務
時
間
実
態

調
査
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
と
比

較
す
る
と
、
小
学
校
は
47
分
増
加
、

中
学
校
は
17
分
増
加
で
、
直
近
の

全
国
平
均
値
と
比
較
す
る
と
、
小

学
校
は
９
時
間
短
く
、
中
学
校
は

10
時
間
30
分
短
く
な
っ
て
い
る
。

　

業
務
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
が
策
定
さ
れ
た
が
、
教
育
委
員

会
主
催
の
行
事
等
は
何
割
削
減
さ

れ
た
か
。

　

業
務
改
善
着
手
以
前
の
平
成

28
年
度
と
比
較
す
る
と
、
28
の
会

議
等
の
削
減
や
縮
減
、
時
数
は
１

１
５
時
間
削
減
し
、
行
事
見
直
し

を
継
続
し
た
成
果
だ
と
考
え
る
。

　
一
方
、
授
業
改
善
研
修
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
研
修
な
ど
不
可
欠
と
考
え

て
お
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
の
視
点
に
立
ち
、
働
き
方

改
革
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

⑬

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行

為
、
児
童
虐
待
の
状
況
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。

　

小
中
学
校
の
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
30
年
度
２
４
１
件
、
元
年

度
は
３
１
５
件
、
不
登
校
は
30
年

度
１
１
３
人
、
元
年
度
は
１
１
１

人
、
暴
力
行
為
は
30
年
度
２
件
、

元
年
度
は
２
件
、
児
童
虐
待
は
30

年
度
95
件
、
元
年
度
は
99
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
相
談
員
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

と
活
用
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

マ
イ
フ
レ
ン
ド
相
談
員
９
人
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

２
人
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

６
人
を
小
中
学
校
に
配
置
し
て
い

る
。

　

文
化
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
整
備
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

文
化
施
設
に
つ
い
て
も
、
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
文
化
ゾ
ー
ン
の
充
実
は
市
民
が

多
種
多
様
な
文
化
活
動
を
行
い
、

心
豊
か
に
生
活
す
る
上
で
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し
い
施
設

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

文
化
財
継
承
の
担
い
手
を
確

保
し
、
支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り

が
急
務
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

　

文
化
財
等
の
保
存
活
動
に
つ

い
て
は
、
精
通
し
て
い
る
人
材
が

高
齢
化
し
、
継
承
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
も
認
識
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
た

知
識
の
記
録
な
ど
に
取
り
組
み
、

今
後
も
地
域
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
の
記

録
保
存
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

近藤  善光
議員

（会派　黎明）

中馬  美樹郎
議員

（社民・市民フォーラム）

文
化
振
興
に
つ
い
て

鹿
屋
市
「
心
の
架
け
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
に
つ
い
て

霧
島
ヶ
丘
公
園
の
今
後
の
活
性

化
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
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⑰

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
抜
本
的
な
検
証
を
行
う
な
ど
、

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　

制
度
導
入
か
ら
約
15
年
経
過

し
、
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

指
定
管
理
者
制
度
の
本
来
の
趣
旨

を
確
認
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い

て
の
基
準
を
再
構
築
し
、
施
設
ご

と
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
る
か

検
証
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
か
。

　

施
設
所
管
課
に
お
い
て
評
価
、

検
証
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
や
業
務
の
効
率
性
、
経

費
の
節
減
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
か

で
、
そ
の
適
否
を
判
断
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
に
延
期
開
催
が
決

定
さ
れ
た
「
か
ご
し
ま
国
体
・
か

ご
し
ま
大
会
」
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
の
課
題
及
び
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

競
技
用
具
や
人
員
の
確
保
、

輸
送
・
交
通
や
配
宿
な
ど
各
種
計

画
の
見
直
し
、
施
設
維
持
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
再
構
築
等
が
課
題

で
あ
り
、
今
後
、
そ
れ
ら
へ
の
対

応
と
令
和
５
年
度
に
向
け
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
開
催
千
日
前

イ
ベ
ン
ト
等
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　

「
鹿
屋
市
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
、

課
題
及
び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。

　

「
チ
ー
ム
か
ご
し
ま
」
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
本
市
か
ら
57

人
が
認
定
さ
れ
、
競
技
力
と
指
導

力
向
上
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
現
在
策
定
中
の
「
第
２
期
鹿
屋

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
中
で

ア
ス
リ
ー
ト
育
成
プ
ラ
ン
を
踏
ま

え
た
取
組
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

⑯

　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
へ

向
け
て
の
現
状
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

現
状
に
つ
い
て
、
北
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
に
併

せ
て
、
公
会
計
化
の
前
提
と
な
る

学
校
給
食
費
の
統
一
化
の
検
討
や

他
市
の
状
況
、
先
進
自
治
体
の
情

報
収
集
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
、
徴

収
・
管
理
業
務
の
効
率
化
、
給
食

の
安
定
的
な
実
施
、
充
実
な
ど
、

公
会
計
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら
北
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
南
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
、
吾
平
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
３
セ
ン
タ
ー
化
を
実
施

す
る
中
で
、
公
会
計
化
へ
の
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
他

市
の
状
況
や
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
、
今
後
、
文
部
科
学
省
の
方

針
に
沿
っ
て
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ

る
行
方
不
明
者
が
多
発
し
て
い
る

が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
効
果
お
よ
び
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
索
機
器
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
現
在
21
名
の
方
が
利

用
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
利
用

率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
今
後
な
お

一
層
の
周
知
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
と
も
に
、
本
事
業
の
利
用
に

あ
た
っ
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
常

に
携
帯
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

早
期
発
見
・
保
護
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
低
予
算
で
個
人
情
報
を

開
示
し
な
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用

し
た
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
導
入

に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

衣
服
等
に
貼
る
「
見
守
り

シ
ー
ル
」
と
い
う
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
身
元
確
認
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

当
該
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
他
自
治

体
の
導
入
効
果
や
、
運
用
状
況
を

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑮

　

離
婚
後
の
親
子
の
「
面
会
交

流
」
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
が
、
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
面
会
交
流
の
場
と
し
て
、

公
共
施
設
を
活
用
で
き
な
い
か
。

　

子
育
て
支
援
課
の
女
性
相
談

室
で
の
相
談
や
弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
交
流

の
場
の
提
供
や
面
会
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

「
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」
の
取
組
状
況
と
課

題
を
示
さ
れ
た
い
。

　

既
存
の
機
能
や
人
材
を
連
携

さ
せ
な
が
ら
、
専
門
員
や
相
談
室

等
の
確
保
な
ど
、
国
の
基
準
に

沿
っ
て
整
備
を
進
め
、
令
和
４
年

度
を
目
標
に
支
援
拠
点
の
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

西薗  美恵子
議員

（政伸クラブ）

岩松  近俊
議員

（会派　黎明）

米永  淳子
議員

（社民・市民フォーラム）

「
面
会
交
流
」
と
「
市
区
町
村

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

に
つ
い
て

認
知
症
高
齢
者
の
施
策
に
つ
い

て

指
定
管
理
者
制
度
の
検
証
に
つ

い
て

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
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公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
維

持
修
繕
料
や
賃
借
料
も
発
生
し
、

補
償
金
迄
支
出
す
る
よ
う
な
施
設

の
在
り
方
も
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

　
改
め
て
再
検
証
を
行
い
、
管
理

の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

専
門
性
を
生
か
し
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
個
々
の
施
設
ご
と

に
判
断
し
、
導
入
の
適
否
に
つ
い

て
判
断
し
て
き
て
い
る
。

　
指
定
管
理
制
度
の
導
入
か
ら
約

15
年
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や

消
費
税
・
人
件
費
な
ど
の
経
費
の

増
大
、
高
齢
化
の
進
行
や
施
設
の

立
地
な
ど
に
よ
る
利
用
形
態
や
利

用
者
の
変
化
な
ど
、
施
設
等
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
指
定

管
理
者
制
度
の
本
来
の
趣
旨
を
確

認
し
な
が
ら
、
当
該
制
度
の
導
入

の
基
準
を
再
構
築
し
、
判
断
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
水
道
行
政
に
つ
い
て

　

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
学
校
及
び
教

育
委
員
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
示

さ
れ
た
い
。

　

現
在
、
学
校
と
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
が
日
頃
か
ら
の
情
報
交

換
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
状
況
や

学
習
活
動
の
内
容
等
に
つ
い
て
把

握
を
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
今

後
も
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

情
報
を
共
有
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

電
話
相
談
な
ど
不
安
を
抱
え

る
不
登
校
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ

の
支
援
は
十
分
か
。
対
応
方
法
と

課
題
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

電
話
等
に
よ
る
直
接
の
相
談

に
対
し
て
は
、
思
い
を
よ
く
聞
き

取
り
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
解

決
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お

り
、
不
登
校
の
状
況
や
対
応
等
に

つ
い
て
も
、
教
育
委
員
会
で
集
約

し
、
各
学
校
へ
具
体
的
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
学
校
の
み
で
の

対
応
が
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
専
門
家

を
交
え
た
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

⑱

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
）
の
個
別
送
付
に

よ
る
情
報
提
供
に
係
る
対
応
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

対
象
者
の
接
種
機
会
確
保
の

た
め
、
広
報
か
の
や
、
鹿
屋
ラ
イ

フ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
全
戸
配
布

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
り
広
報

に
努
め
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
は
、

小
学
６
年
生
と
高
校
１
年
生
を
対

象
に
個
別
通
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
か
ご
し
ま
県
民
手
話
言
語

条
例
」
に
つ
い
て
、
取
組
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

休
日
や
夜
間
で
の
通
訳
者
の

確
保
や
手
話
奉
仕
員
等
の
養
成
講

座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り
高
度

な
人
材
育
成
や
確
保
、
手
話
に
ふ

れ
あ
う
機
会
や
情
報
発
信
の
拡
充

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

鹿
屋
女
子
高
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

通
学
状
況
の
調
査
を
実
施
し
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
の
可
能
性

も
含
め
、
通
学
手
段
の
改
善
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
女
子

高
へ
の
進
学
希
望
の
生
徒
が
、
通

学
手
段
を
理
由
に
断
念
し
て
し
ま

う
こ
と
は
可
能
な
限
り
避
け
た
い

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
調
査
・

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
状
況

を
最
も
発
見
し
や
す
い
学
校
現
場

に
お
け
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

の
認
識
は
ど
う
か
。

　

家
族
の
介
護
や
世
話
を
行
う

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家
族
内
の

こ
と
で
あ
り
表
面
化
し
に
く
い
こ

と
な
ど
か
ら
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
が
、
学
校
に
あ
ま
り
行
け

な
い
、
学
力
が
振
る
わ
な
い
と

い
っ
た
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
早
期
発
見
に

努
め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
を
活
用
し
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑲

　

重
要
な
ポ
ス
ト
の
人
事
を
市

職
員
以
外
か
ら
任
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
と
評
価
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

　

異
な
っ
た
環
境
で
活
躍
す
る

人
材
を
招
聘
す
る
こ
と
で
組
織
が

活
性
化
す
る
こ
と
を
念
頭
に
登
用

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
市
職
員
と

と
も
に
重
要
施
策
の
推
進
や
課
題

解
決
へ
の
取
組
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

総
合
支
所
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

本
庁
へ
の
事
務
集
約
や
支
所

の
組
織
再
編
な
ど
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
も
、
本
庁
・
支
所
に

お
け
る
予
算
や
事
業
の
執
行
の
在

り
方
を
精
査
し
、
効
率
的
な
事
業

実
施
の
た
め
の
職
員
の
配
置
な
ど
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

児玉  美環子
議員

（会派　至誠・公明）

繁昌  誠吾
議員

（会派　創生）

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て



編集後記 令和３年３月定例会会期日程（案）

議会報委員会
　議会だよりは、議会内容を要約して掲載

しています。詳細については、会議録を閲

覧ください。

　よりよい誌面づくりのために皆様のご意

見・ご感想等を議会報委員会（議会事務局

内）までお寄せください。

※　令和３年３月定例会は、２月25日（木）から３月23
日（火）までの27日間の会期で開催予定です。

　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わせ

ください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

（新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用や

手指の消毒など留意事項を必ず遵守してください。本会

議はライブ中継を行っておりますので、是非インター

ネット中継をご活用ください。）

　「今年こそ希望あふれる一年に」、世界
中の人の願いとともに新しい年が始まり
ました。社会も個人も困難に立ち向かう
日々、励まし合あって乗り越えていきた
いと思います。
　本年も、議会報委員一同、わかりやす
い誌面作りになお一層努めてまいります
ので、どうぞよろしくお願いたします。
　さて、今号の表紙には　オンライン成
人式という新しい様式を試みた実行委員
の方々と、邪気退散の祈りを込めた鬼火
焚きの写真を掲載いたしました。　
　市議会もまた、「今できること」を全力
で取り組んでまいります。

（議会報委員会副委員長　児玉　美環子）

◎米永　淳子　　　○児玉　美環子
　松本　辰二　　　　今村　光春　
　田辺　水哉　　　　吉岡　鳴人
　柴立　豊子　　◎は委員長　○は副委員長
【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）

月 火 水 木 金

２/22 23
天皇誕生日

24 25
本会議

26
予算委員会

3/1 2 3 4 5

８
本会議
(一般質問)

9
本会議
(一般質問)

10
本会議
(一般質問)

11
産業建設委員会
文教福祉委員会

12
総務委員会
市民環境委員会

15
予算委員会

16
予算委員会

17
予算委員会

18
予算委員会

19

22 23

本会議

24 25 26

令和 3年１月 28日 市 議 会 だ よ り 60号

16

インターネットで会議録を閲覧できます
　鹿屋市議会では、会議録を市議会のホー
ムページから閲覧、検索できます。
　定例会ごとの閲覧や、「ことばから検索」、
「発言者から検索」などの検索機能も利用す
ることができます。
　ぜひ、ご活用ください。
※閲覧、検索できる定例会は平成18年以降
の会議録になります。

○かのや市議会だより第59号（10/28発行）の修正について

　かのや市議会だより第59号の９ページ　宮島眞一議員の一般質問のタイトルに誤りがありました。

　（誤）防災・減殺対策について

　（正）防災・減災対策について

　お詫びして訂正しますとともに、誤字脱字の確認を徹底し、再発防止に努めます。


